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地域や校外の団体と連携した学びについて 

 

〇国際社会で活躍できる人材の育成 

本校は、県内唯一の国際科学科の学校で、目標として「国際社会で活躍できる人材の育成」

を掲げています。 

私たちが考える、国際社会で活躍できる人材とは、他者との「違い」を「多様性」と捉え、

多様な人々との出会いや幅広い経験を通した学びにより、国際的な視野に立って物事を考え、

主体的に行動することのできる、自らの未来と世界の未来を創る力を持った人材のことです。 

その実現のために、地域社会や関係機関等と連携して、生徒に様々な刺激を与えることので

きる多様な学びの場を設定しています。 

 今回紹介するのは、そうした取組の一部です。今後も本校の多様な学びへの注目とご支援を

お願いします。 

 

〇これまでのとりくみ 

（１）地域との連携 

・探究カフェ 

  ＮＰＯ法人「こおりやま 

子ども若者ネット」と連携 

し、令和３年度から年間２０回ほど、校内に探究カフェ 

をオープンしています。木曜日の７校時目と放課後には、 

探究活動のヒントを探す生徒や、地域のことをもっと 

知りたい生徒が集まります。 

 

・山の学校 

障がい者就労支援事業所のＮＰＯ法人「しんせい」と連携し、年間１０回ほど、郡山市 

  逢瀬町の山の農園に出かけて、様々なことを学んでいます（山の学校）。 

山の学校では、高校生、企業、国立環境研究所、地域の方など、多様な人々が共に学び、 

「ありたい福島」について考えています。 

多様な人々が力を合わせ、考え、行動する中には、大きく豊かな学びがあります。 

 

  ※詳しくは本校ＨＰでも紹介していますので、ご覧ください。 

 

  



 ・水環境保全活動 

   ＮＰＯ法人「輝く猪苗代湖をつくる県民会議」

や「猪苗代の自然を守る会」、「裏磐梯観光活性

化協議会」等と連携し、共に環境保全活動に取り組

んでいます。 

これまで、猪苗代湖のヒシ刈りや漂着水草の回収、

ブンケンさんとの砂浜清掃活動等を行いました。 

※この活動は、福島中央テレビ（ＦＣＴ）の「ブンケン歩いてゴミ拾いの旅」で放送されました。 

 今年度は、活動のフィールドを水源から海まで広げ、その流域の生活や文化を探究しています。 

  今後は、裏磐梯の水源までのトレッキングや、湖と海をつなぐ川の清掃等を計画しています。 

 

（２）Think Globally ，Act Locally 活動 

・あさか開成カップスープ 

   地産地消活動の一つとして、東洋水産(株) 

  主催のスマイルフードプロジェクト商品 

  アイデアコンテストで優勝した本校生考案の 

  カップ入り即席スープ「マルちゃん ふくしま 

  プライド。うっっっ米！たまごスープ」が、 

  令和３年１０月に、東北６県で発売されました。 

  ※期間限定商品のため、現在は販売しておりません。 
 

 ・フィリピンの高校生とのオンライン交流 

   オンラインで、フィリピンのイロイロ市カラフナン地域に住む高校生と交流しました。 

カラフナン地域には大量の廃棄物が集められ、通称「ゴミ山」と呼ばれている場所があり

ます。そこに住む高校生と交流し、リアルな社会問題に触れたことは、世界の環境問題をあ

らためて自分事として捉えるきっかけになりました。 
 

 ・青年海外協力隊員とのリアルタイム交流 

   ＪＩＣＡの青年海外協力隊員としてベトナムで活動する保育士さんと、オンラインで継続

的に交流しています。現地での活動や日常生活にリアルタイムで触れることは、私たちに多

くの学びと、取り組むべき課題を与えてくれます。 
 

 ・国連経済社会局 高田実さんとの交流会 

   高田実さんとの交流会が、本校で開かれました。高田さんが国連で働くようになった経緯

や、国連でのお仕事についてお話しいただきました。また、高田さんから本校のＳＤＧｓの

取組に対して助言をいただきました。ＳＤＧｓのＧｏａｌ７の策定に尽力した高田さん。雲

の上のような方と思っていた高田さんとの交流会は、これまた本校生にとって、大きな興奮

を伴う刺激になりました。 

 

（３）「ふくしま復興大使」としての活動 

   福島民報社から「ふくしま復興大使」の委嘱を受け、様々な活動をしています。京都の和

菓子屋さんで研修し、そのノウハウを使って地元の和菓子屋さんとＮＰＯ法人「しんせい」

と協働して行った「ハイブリット和菓子開発」はその一例です。他にも、地元米粉と人参 

  ジュースの絞りかすを使った「ふくしまＳＤＧｓクッキー」も作りました。それらは９月２４日、

２５日に開催される、ふくしまＳＤＧｓ博で販売される予定です。 

 

〇おねがい 

ここに紹介したのは、本校の取組のほんの一部です。詳しくは「あさか開成高校ＨＰ」に 

掲載していますので、みなさん、どうぞご覧ください。 


